










































これらを,我 々の子孫が掘 り返 しときに,化
石(?)に なったテレビが出て くるか もしれ
ません。大量に生産 された 「モノ」がその機




































かにフィー ドバ ックするかを研究 しています。
もちろん,プ ロダクトデザインも今までどう
りというわけにはいきません。いやむ しろ,
このような事を考えることがプロダク トデザ
イン本来の姿なのです。そこで,素材の統一,
部品の共通化,分 解容易な形状等が重要にな
ります。その素材の中で一番Q厄 介な物がプ
ラスチックです。プラスチックの再生,再 利
用を考えることが,設 計,デ ザインの重要な
ポイントになるで しょう。デザイン・商品開
発→製造→流通→使用者,の 流れに新たに,
使用者→ リサイクル流通→分解 ・資源化,と
言 う流れが加わり,この流れが製造へとっな
がっそいかなければなりません。いわゆる,
消費型社会から循環型社会へと変わって行か
なければなりません。今,こ の循環型社会シ
ステムに,デ ザインの立場でいかに取 り組む
かが,大 きな課題と言えます。
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